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サプリの購入頻度は
どのくらいですか？1

個人別の栄養摂取と診断 - B2Me（対「私」ビジネス）

データに基づく総合的な診断と個人化は、消費者を教育し、
使用頻度と服用指示遵守度を高めるための機会となります。

1出所：Canadean、2016年

消費者の混乱と疑念はサプリの使用量の少なさや服用指示遵守度の低さと相関しています。
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Q. 自分の現在の全般的健康状態をどのように説明しますか？

ほとんどの消費者は自分の総合的健康状態について良好と説明します。
健康の個別的側面に対する見方には差があります。
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Source: Global Health Concerns Study 2017
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日本人の40％が、健康を維持することが難しいと答えていて、その主な理由
に知識不足を挙げています。
日本人は、健康的な食事を作ることについての十分な情報がなく、価格も障壁になっています。

Q. 「健康」の維持はどのくらい困難だと思いますか？

健康的な食品の調理方法についての
十分な知識がない

自分にとって
どのような栄養が必要かがわからない

健康的な食事を調理するための
十分な時間がない

健康的な食品が高すぎる

健康的な食品を購入するための
十分な時間がない

健康的な食品が好きでない

健康的な食事の重要性がわからない

極めて困難

かなり困難

困難でも簡単でもない

簡単

極めて簡単

Q. なぜそれが困難になっているのですか？
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調査対象の半数以上の人が自分の健康に不安があると答えています。
– また20%の人が大きな不安があると答えています。
同様に、調査対象となった親の半数以上が自分の子供の健康に不安があると答えています。

Q. 自分自身の健康に対してどの程度の不安がありますか？

全くない 大いにある

Q. 自分の子供（子供たち）の健康に対してどの程度の不安がありますか？
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Source: Global Health Concerns Study 2017
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第1の不安の材料として眼の健康が顕著です。
高齢者と成熟した大人は、目の健康、骨と関節、心臓の健康と生殖能力により大きな不安を感
じる傾向があります。

眼の健康

エネルギー度／疲労

骨と関節

今後の疾病からの保護

肌の外観

体重

免疫系／抵抗力

心臓の健康

精神と情緒の健康

消化

生殖能力

Q.以下についてどの程度の不安を感じていますか？
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Base: Total Japan (n=750)

Source: Global Health Concerns Study 2017
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親は自分自身の健康に対するのと同様に、自分の子供たちの健康に対して
も大きな不安を感じています。
彼らはまた、目の健康と精神/感情的な健康をより心配しています。

眼の健康

ホルモン

免疫系／抵抗力

体調

消化

精神と情緒の健康

エネルギー度／疲労

体重

骨と関節

肌の外観

今後の疾患からの保護

Q. 自分の子供のことを考えると、以下のどれに対して不安を感じますか？

58%

52%

47%

44%

43%

42%

39%

38%

38%

37%

36%

Base: Japan Parents with children living at home (n= 322)

Source: Global Health Concerns Study 2017
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約4分の1の人がサプリメントを摂取している。
サプリメントの価値を信じている人2に対して信じていない人は3の割合

29%

28%

20%

20%

don't believe this (at all) (completely) believe this

栄養補助食品は健康かつ健康感
を向上させる**

栄養補助食品は、特定の加齢性
疾患を予防または制限するのに

役立つ

Q. どのくらい信じていますか？

24%

76%

Yes No

Base: Total Japan (n=750).

Q.現在、栄養補助食品を摂っていますか？*

Base: Total Japan (n=750)

Source: Global Health Concerns Study 2017
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サプリが有益であると考えている日本の消費者のうち、サプリを
実際に摂取している人は48%に過ぎません。
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日本の消費者がサプリを摂取しない理由

高額だから55.7%

味が好きでない5.1%

健康問題を抱えてい

ない11.4%

副作用が気になる

3.8%

どれを取ればよいか

分からない 32.9%

バランスの取れた食

事をしているので必

要ない 10.1%

効果を感じるのに時

間がかかる12.7%

ラベルが良く分から

ない3.8%

飲み込みにくい2.5%

消化しにくい0.0%
その他11.4%

Source: Global Health Concerns Study 2017
Base: Japan - all who do not take dietary supplements(n=571)



CONFIDENTIAL

10

日本の消費者がサプリを摂取しない理由ー効果への疑念と健康への信念
診断の機会
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味が好きでない5.1%

健康問題を抱えてい

ない11.4%

副作用が気になる

3.8%

どれを取ればよいか

分からない 32.9%

バランスの取れた食

事をしているので必

要ない 10.1%

効果を感じるのに時

間がかかる12.7%
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消化しにくい0.0%
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Source: Global Health Concerns Study 2017
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さまざまな程度の診断/個人化アプローチがすでに存在しているか生まれ
つつあります。 （例）

アンケートに基づく個人化：アンケートに記入し、
たとえばビタミンパック（個人別錠剤パック）などの
個人別サプリセットを受け取ります。

データに基づくアプローチ：ウェアラブル端末のデータを
統合し、個人別の栄養製品を配布します。診断試験による
データをさらに統合するための選択肢 – たとえば、その場で
調製する飲料の自動販売機、3Dプリンティング。

特異的マーカー診断： MPSII装置を用いたMPOD値の診断
（ルテイン）。その装置は商業的に入手可能で、米国、EMEA
（ドイツ、南アフリカ）および APAC（日本、オーストラリア）
において使用されています。消費者のMPOD値を測定し、
ルテインの消費について教育する方式です。

特異的マーカー診断： Omega Quant（EPAとDHA）が商業的に
入手可能であり、使用されています。その他のものも開発中
です（たとえばビタミンD）。
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複数の機能を1つのエコシステムとして個人別栄養摂取を推進

〈チャネル〉
薬局
ドラッグストア
オンライン
医療従事者
眼科医
食堂
食事
高齢者保護施設

〈診断手法〉
侵襲型：医療従事者／研究所の血液検査
微量侵襲型：VitaScan、Omegaquant
非侵襲性バイオマーカー：MPOD、Progenos
非侵襲性医療補助測定：ストレスモニター、血糖、血圧
非侵襲性微生物叢検査：便検査 uBiome社
非侵襲性遺伝学検査：23andMe社, DeNA 社
問診アンケート

〈栄養処方〉
カスタマイズされたドリンク
カスタマイズされたサプリ/錠剤
ブレンダー
3Dプリンティング

重要な基礎構成要素、個人別栄養摂取 現状

• 大手の既成のプレーヤーや
包括的プラットフォームは
存在しません。

• 複数の分野ではベンチャー企業
同士のネットワーク化や試行的
取組みがなされています。

• DSMは、既存のプラットフォー

ムで試験的な診断モデルを推進
することに焦点を当てていま
す。

3
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パーソナライズド・ニュートリションの試行例

• リテール店頭での展開

• 遺伝子検査サービスとの連携
 （ニュートリゲノミクス）

• 高齢者栄養管理への応用と
  自治体医療費削減への貢献
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リテール店頭における情報フローチャート

データ
分析

健康状態による
パターン分け

店舗・オンライン エンド
ユーザ

nutrition
ソリューション 消費者

店頭
デバイス

バックヤード

（例）
エルステッド

DSMおよびパートナー企業・団体との連携により、Personalized nutrition
の考え⽅で新たな⽣活者接点と購買機会の創出と継続を⽬指したい。

n健康状態⾒える化
⇒新たな消費者接点

n購買機会の
創出と継続

オープン
イノベーション

DSM

Habitus
Care

HIU
江別モデル

サプリメント
+

Nutrition
カウンセリング
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AEONモール店頭イベントにおける黄班色素測定

• ⻩斑⾊素は⻩斑部と呼ばれる⽬の中で光が集まる部分に存在
⻩斑⾊素＝ルテインとゼアキサンチン

⽔晶体 (lens)

網膜 (retina)

⻩斑(macula)

ブルーライト
紫外線

虹彩
⽑様体

脈絡膜
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遺伝子診断”MY CODE”ビジネスとの連携

MY CODE customer base

Health Evidence Diagnostic test kits Nutritional Solution

会員のネットワーク化＆ヘルスリテラシー向上
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ニュートリゲノミクス応用例
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アクティブシニア栄養プラットフォーム
（Active Senior Nutrition Platform）

高齢者 機能性素材 評価項目

≧65歳

予備軍
≧50～55歳

微量栄養素

（ビタミン、ミネラル、カロテ
ノイド）
オメガ３
アミノ酸、ペプチド
オリゴ糖、多糖類
腸内細菌
（乳酸菌、ビフィズス菌）

RCT介入臨床試験
バイオマーカー測定
腸内フローラ解析
遺伝子解析
ライフスタイル分析
認知機能評価
（MoCA-J, MMSE, HDS-R)

イニシアチブ：東アジアおよびグローバルへの展開

高齢者栄養に対するグローバルニーズの増大

Seoul National University

KAST

WHO Int. in Kobe
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まとめ （可能性と期待）

消費者ニーズ

• サプリが有益であると考えている日本の消費者のうち、約半数がサプリを摂取して
いない。その主な理由として、サプリ摂取に対する不信や疑念が挙げられる。

• 診断によって不信や疑念が解消できれば、パーソナライズド・ニュートリション
は、サプリの需要を増大させる機会を創造するに違いない。

パーソナラナイズド・ニュートリション

• 一つのビジネス・エコシステムの創造が重要であり、栄養・教育・ソフトウェア・
チャネル等複数の連携が欠かせない。

• 必要なものを摂取するという、持続可能性のある栄養摂取・健康維持の一手であ
る。特に、食が細くなりがちな高齢者に対する栄養摂取の効果インパクトの大き
く、行政の医療費削減が期待できる。

• 診断技術については、非侵襲性技術や人工知能（AI）活用等、日進月歩の進化が期
待できる。




